
取組と目標に対する自己評価シート

年度 令和３年度

前期（中間見直し）

実施内容

自己評価結果

課題と対応策

後期（実績評価）

実施内容

・高齢者の生きがい事業の実施（5教室、パークゴルフ大会）

延べ参加者数 563 人

・エリアポーター養成講座の実施 令和 3年 11 月 8 日（月）～11 月 29 日（月）４回

受講者数（エリアサポーターに登録された方） 14 人

自己評価結果【△】

・高齢者の生きがい事業は新型コロナ感染症の緊急事態宣言やまん延防止対策重点地域の発令によ

り、実施できない期間が約３、４ヶ月あった。

・コロナ禍であったがエリアサポーター養成講座を開催でき、14 人の方がエリアサポーターの登録

をされた。

・生きがい事業とエリアサポーター養成講座の実施はできたが、目標人数に達成していないので△

とする。

課題と対応策

【評価時点での課題】

・コロナ禍で各地域のサロンの中止が継続されエリアサポーターの活動ができていない状況。再開

を検討するもきっかけがつかめない。

【課題に対する改善策】

・エリアサポーターと社会福祉協議会主催による、地域防災時の炊き出し訓練を通じて地域や企業

のエリアサポーターの交流を図る。


